
RFID（Radio Frequency
Identification）

情報を人，動物，または物に付加し，人，動物，または物を特
定するために利用する情報担体の総称．RFID，一次元シンボル
（バーコード），二次元シンボル（二次元コード）などを表す

誘導電磁界または電波によって，非接触で半導体メモリのデー
タを読み出し，書き込みのために近距離通信を行うものの総称

半導体メモリを内蔵して，誘導電磁界または電波によって書き
込まれたデータを保持し，非接触で読み書きできる情報媒体

リーダ/ライタから送られてきた搬送波の電力を利用して送信す
る機能を備えているRFタグ

RFタグのデータを書き込み，読み出しする装置．通常，アンテ
ナと制御装置で構成する

リーダ/ライタの一部で，RFタグとの物理的に電磁界ないしは
電波の送受信を行う誘導素子放射部分（空間結合素子部分）

最近，電子タグ，無線タグ，ICタグ，あるいは IDタグと

いったさまざまな用語が，各種団体や新聞紙上などで用いられ

ています．これらは｢RFタグ｣の機能や，類似技術の関連であ

ることを意識しての表現だと思いますが，いずれも同一物に対

する異なる表現であり，混乱のもとになっている観があります．

また，この業界ではこうしたことばの錯綜だけでなく，無線

の周波数による特性の違い，各国の法的環境（電波法）の違い，

タグ製造元やリーダ/ライタ製造元などの思惑の相違や得手不

得手，あるいはタグの製造方法の相違などが複雑に絡んでいま

す．さらに，RFIDに対する社会の認識にもばらつきが大きく，

一部では実態と大きくかけ離れた議論もなされているようです．

このことは，RFIDに対する将来への希望と，それに対応し

て将来出てくるべき技術論とが十分に議論されていないことが

原因になっているといえます．

こうした現状に対して，いま必要なことは，一つは規格の確

立であり，もう一つは法律制度，電波行政の迅速な対応です．

本章ではこのあたりについて，説明を加えたいと思います．

実は冒頭に述べた用語に関しては，（社）日本自動認識システ

ム協会が日本規格協会から受託し，委員会を組織してJIS化し

たものがあります．RFID関連の用語は｢JIS X 0500 データキャ

リア用語｣に記載されており，ここではRFIDシステムにおける

タグを｢RFタグ｣と定義しています．｢RFID｣は，いわば“技術”

を表す用語であり，部材・機器としてRFタグとリーダ/ライタ
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図1 RFID関連用語の現状
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表1
JIS X 0500データキャリア
用語

番号 用　語 定　義 対応規格（参考）

10001 データ Data Carrier
キャリア

10023 RFID

10024 RFタグ RF Tag

10025 能動型 みずからデータを送信する機能を備えているRFタグ Active RF tag
RFタグ

10026 受動型 Passive RF tag
RFタグ

10027 リーダ/ Reader/Introgator
ライタ

10028 アンテナ Antenna

10029 交信 RFタグとリーダ/ライタ（アンテナ）間の無線通信 Radio communication

RFIDは現在までに多くの種類の規格が提案され，実用化され，流通している．それらはさまざまな形
状とさまざまな周波数，さまざまな通信方法を用いているなど，複雑な面が多い．また，RFIDを用いた
タグ（RFタグ）は電波を用いることから電波法などの各種法規制に準拠する必要があり，RFタグが付い
たままの状態で輸出入を行う場合には，各国間の調整も必要となる．本章では，これらRFIDの現状と
法規制などについて解説する．
また，RFIDはプライバシの問題が懸念され，RFIDの採用に反対する団体も存在するなど，普及にあ

たっては考慮しなければならない点も多い．そこでプライバシの問題に関しても言及する． （編集部）

坂下 仁

規格の確立，法律制度，電波行政の迅速な対応が
望まれる

RFIDをとりまく現状



があります．

図1にRFID関連の用語の現状を，表1にJIS X 0500データ

キャリア用語を示します．

本章の構成を，以下に示します．

1）RFタグをめぐる最近の動向

2）各種団体の動向

3）国内における電波行政の動向（とくにプライバシ問題，電波

法，電波利用税について）

4）人体への安全性（とくにペースメーカなどの医用機器への影

響調査，人体への防護指針について）

5）ISOでの検討状況（とくに欧米を中心にSCM関連で進んでい

るEPCグローバル検討状況について）

さて，RFID技術を用いたシステムの開発，RFタグの提案が

ますます推し進められ，ユビキタス時代に向けて，RFタグに

よる生活の利便性の向上がおおいに期待されています．しかし

一方で，RFタグの現在の実力と，あるべきとされる姿との

ギャップは依然大きいといえます．

ユビキタス時代に使用されるRFタグのモデルは非常に単純

化されたものとして描かれていますが，実は考慮しなければな

らない前提の要因として，周波数や出力などの電波要因，リー

ダ/ライタの形状や寸法，RFタグ（別称：電子タグ，無線タグ，

ICタグ）の形状や寸法，構造（電池の有無など）といった多くの

ことが挙げられます．

RFタグをめぐる最近の動向

● 使用できる周波数は決められている
国内電波法の関係で，日本で使用できる電波の周波数帯は

135kHz，13.56MHz，2.45GHzが主流となっています．世界に

目を向けると，日本ではまだ使用されていないUHF帯の電波

を使うタグの使用が検討されています．日本でも同じ動きは進

みつつあり，その優れた特性を活用できる用途での使用が期待

されています．

図2から，日本で比較的多く使われている13.56MHzがタグ

のサイズなどの面で優れた性能をもっていること，長距離用と

してはUHF帯に期待がもたれることがわかります．ただし，法

規制によっては通信距離や読み取り性能が大きく変わってくる

ので，2005年春に向けて検討されている電波法の審議を待っ

て，米国，EUと同レベルの性能が発揮できるのかを見極めた

うえで，国内における性能に期待したいところです．

RFタグはSCM（サプライ・チェーン・マネジメント）注 1の

主流になることが想定されています．ウォルマート，DoDなど

の2005年における動きがどのように進展するかがおおいに注目

されます．なぜなら，このようなSCM導入の流れは，一国内

レベルにとどまらず，国境を越えて物品が移動することを想定

する必要が生じてくるためです．

同時に，日本のRFタグをとりまく環境も，これらの世界の

動きに追随する必要が出てきます．

日本国内で商品や容器に貼付されたRFタグは，海外のどこ

ででも読み取り可能

海外で貼付されたRFタグは，日本国内の電波環境でも読み

取り可能

以上のようなことを実現するためには，海外の電波法と国内

の電波法との間に大きなずれがなく，同様の性能を発揮できる

環境が確保される必要があります．

現在，総務省の指導で委員会が開催されており，2005年に向

けて，基本的な技術を日本国内でも活用できるための動きと

なっていくことを期待したいところです．

● アクティブ・タグとパッシブ・タグの使い分け
RFタグには，アクティブ（電池内蔵のタグ）とパッシブ（電池

なしのタグ）の二つのタイプがあります．RFタグの寿命やコス

トを考えるとパッシブが望ましいといえますが，電波からのエ

ネルギで動作するパッシブに比較して，アクティブは内蔵電

池から送信エネルギを得るので通信距離を長くすることがで

きます．

現在の国内電波法では，パッシブで実現する通信距離はせい

ぜい1m弱程度であり，アクティブでは10m近くとなります．

電波法改定の審議によっては，アクティブなら数百mの範囲で

通信できるシステム構築も可能です．一般的にアクティブの場
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New Products――ソニー，ブルーレイ・ディスク用光学ヘッドなどの基幹デバイスを発売
ソニー（株）は，ブルーレイ・ディスク用の記録再生用光学ヘッド，レーザ光検出 IC，導体レーザ駆動 IC，フロント・エンド信号
処理用LSI，符号化/復号化ディジタル信号処理用LSIを 12月より発売する．

図2 RFタグの周波数帯別の特徴比較

＜アプリケーションに合った周波数の選択が重要   ＞�！�！�
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135kHz 2.45GHz
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水や金属の影響を受けに
くくFA用途には適してい
るが，ラベル化が難しく，
また通信距離も短いので，
使い方にくふうが必要�

特性のバランスが良く
使いやすいため商品へ
の貼り付けには適して
いるが，通信距離が短
いので，物流用途とし
てはくふうが必要�

通信距離が長く物流用途に
は適しているが，タグ・サ
イズが大きいので商品への
貼り付けはくふうが必要�

小型タグが可能であり商品へ
の貼り付けには適しているが，
環境から受ける影響が大きく
設置にくふうが必要�

注１：SCMとは，在庫の削減と経営効率の向上を実現するための経営管

理手法の一つで，原材料メーカから最終製品メーカ，そして卸売，

小売までを一つの連鎖ととらえ，コンピュータを使って総合的に管

理することで全体の最適化を図っていくもの．
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合，電池のサイズが比較的大きく，その分RFタグが大きくな

りますが，セキュリティ用途などの限定的な使い方ではすでに

利用が進んでいます．

● 物流管理におけるRFタグの階層分け
図3に示すように，商品，個装包装，段ボール，パレット，

輸送用コンテナといったような，物流における階層によって，

使用される周波数やタグの内蔵電池の有無は異なってきます．

比較的下の階層においては通信距離は短めでよく，RFタグ

が個々の商品に貼付できることが採用において重要なポイント

となります．上のほうの階層になると，たとえば輸送コンテナ

をヤードの中で位置管理する必要が生じるため，前述したアク

ティブ型RFタグを用いたRTLS（Real Time Locating System）

など長距離通信が可能なシステムが求められます．

物流管理においては階層レベルによってRFIDに対するニー

ズや考え方は変わってくるため，ISO規格の中ではタグの種類

を階層別に変えていくことを想定しています．

各種団体の動向

RFIDにかかわる動きを整理すると，大きく三つに分類でき

ます．

一つはISOを中心とした流れであり，バーコードや二次元シ

ンボル（二次元コード）との関連で進められているものです．十

分に時間をかけて検討がなされており，現実的かつ実際的な規

格化をめざしています．

二つ目はMITオートアイディーセンターの流れを汲むもの

で，現在はEPCグローバル（図4）に一体化されています．｢5

セント・タグ｣といった非常にセンセーショナルな話題を提供

し，安価なタグを前提とした運用を提案していますが，実現す

るまでにはまだ道のりが遠いようで，RFタグに関するスペッ

クや提案しているコストの現実化などがはっきりと見えていま

せん．

今年の初旬，五つのグループでしのぎを削っていたものが，

この10月中には一つにまとまるようです．各グループの良いと

ころを取りまとめた形になれば，今後の期待を集めるものとな

りますが，多数の会社のいわば妥協の産物，あるいはそれぞれ

の会社の損得が絡むとすれば，性能，コスト，運用面において

当初提案したようなメリットを出せるとは考えにくいというの
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New Products――産総研，IPv6対応の1CD Linux「KNOPPIX/IPv6」を開発，国際認証IPv6 Ready Logoを取得
（独）産業技術総合研究所は，IPv6に対応したLinux「KNOPPIX/IPv6」を開発し，国際認証 IPv6 Ready Logoを取得した．これは
KNOPPIX日本語版に（株）アルファシステムズがWIDEプロジェクトで開発した IPv6プロトコル・スタックを導入したもの．

図3 物流管理の階層とRFタグ
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図4 EPCグローバルのWebサイト
（http://www.epcglobalinc.org/）
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が実情です．製品ができあがり，今後の提案がどのようなもの

になるかをしっかりと見極める必要があります．

そしてもう一つの流れが，日本のT-Engineの動きです．こ

こはRFIDの主流というよりはTRONを中心にしたアプリケー

ションに，より重きを置いたグループのように思えます．筆者

はRFタグでなくても，バーコードや二次元シンボルでも運用

できる基本概念であるような気がしています．このあたりはこ

の後の章で述べられていくので，読者の方のご判断をいただけ

ればと思います．

さて，RFIDのリーダ/ライタ製造元にとっても，RFタグ製

造元にとっても，最終的には｢規格化｣がビジネスの大きな鍵と

なります．他者との互換性をもって使用することができないシ

ステムを，幅広いユーザが採用するとは思えないからです．そ

こで，メーカ側からISOへの提案が必要となってきます．現に

EPCグローバルもISO/IEC 18000-6がすでに確定したというの

に，そのAmendment（修正）として新規に提案を開始しまし

た．こうした提案をとおして，その仕様が少しずつ明らかにな

るはずなので，語られている夢の世界が果たして現実のものと

なるのか，その動きに注目したいところです．

RFタグについては上記の三つの動き以外に，各国の思惑も

絡んでいます．一つは，米国とEUを中心にした上記ISOの動

きであり，大きな資本と長い歴史に裏打ちされています．もう

一つは，米国のベンチャ企業を中心に提案されているUHF帯

をメインとした提案です．米国の，国を挙げてのバックアップ

もあり，提案内容と製造に関する完成度に多少の難があります

が，今後の動きは期待されます．そして，これらの動きに呼応

して，日本での｢響プロジェクト｣が今年6月に開始されました．

2年間の日本の国家プロジェクトが，どの程度の成果を示すの

か，またEPCグローバル対応のRFタグとなることをうたって

いるが，実際にどのような性能となるのかが期待されます．

国内における電波行政の動向

● プライバシとセキュリティの問題
ここ1～2年，｢個人情報が，RFタグによって漏洩するので

はないか｣との議論が活発になってきています．これにより，現

実にRFタグの利用にブレーキが掛かるような状況も生じまし

た（コラム1を参照）．RFタグが個人情報を筒抜けにしてしま

うというCASPIANの主張はセンセーショナルですが，現在の

技術ではこれは非常に困難なことであり，杞憂といえます．し

かし，この議論を受けてウォルマート，ジレット，メトロなど

が軒並みRFタグの実験を中止あるいは縮小し，個人が特定さ

れない用途，すなわちSCMのような製造元と卸，小売の間で

の物流用のコンテナ，パレットなどにおける実験に変わりつつ

あります．

この点での日本の行政の動きは早く，対応策も道理にかなっ

た対応となっています．詳細については｢電子タグに関するプ

ライバシー保護ガイドライン｣が平成16年 6月 8日に総務省よ

り発表されています．これは技術的にあり得るかあり得ないか

といった議論ではなく，原則的にどうすべきかの議論となって

おり，RFタグの技術に詳しくない運用業者，商品販売業者，

個人などに対して対応方法をわかりやすく説明したものとなっ

ています．そのポイントをいくつか挙げると，

電子タグが装着されていることの表示など

電子タグの読み取りに関する消費者の最終的な選択権の留保

電子タグの社会的利益などに関する情報提供

電子計算機に保存された個人情報データベースなどと電子タ

グの情報を連係して用いる場合における取り扱い

などとなっています．

● 電波法改正の動き
RFタグの電波として，これまで日本国内でおもに使用され

てきたのは，先述のとおり 135kHz，13.56MHz，2.45GHzの

3種類です．国際標準（ISO）もこの周波数帯を中心に進められ

てきましたが，米国からUHF帯の電波を利用したRFタグの

提案が行われ，交信距離が10ｍ程度に達するなど，その性能

が従来のRFタグに比べてかなり優位性があり，一気に注目を
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News Flash――ヤマハ発動機，燃料電池を搭載した二輪車の実用化に向け，公道走行テストを開始
ヤマハ発動機（株）は，メタノール燃料電池二輪車の実用化に向け，9月 13日に公道走行を開始するためにナンバを取得した．
2005年12月31日まで公道を走行し，調査や確認，環境に関わるデータ収集などを行う．
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CASPIAN―― ICカードに含まれてい
る個人情報の流出，操作に反対する
NGO

CASPIAN（カスピアン：Consumers Against Supermarket

Privacy Invasion and Numbering）とは，おもにICカードに

含まれている個人情報の流出，操作に反対するNGOである．

その活動の一環として，Webサイトを見るとウォルマート，

メトロのフューチャーストアなどでの運用状況を調査し，批

判を続けており，それを受けた運用縮小という影響が出てい

ます（図A）．
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図A CASPIANのWebサイト
（http://www.nocards.org/）



浴びることとなりました．ISOでは 900MHz帯と 433MHzの

RFタグのエア・インターフェースがすでに決定しています．

日本では900MHz帯は，環太平洋群であるITU-Rの地域3に

入り，ISMバンドとなっていないため，携帯電話が専用で使用

している周波数です．当初，国内での利用は難しいと考えられ

ていましたが，総務省が2003年度に開催した｢ユビキタスネッ

トワーク時代における電子タグの高度利活用に関する調査研究

会｣の報告の中で950～ 956MHzの周波数をRFタグに開放す

る意向を示したことから，UHF帯のRFタグ利用への期待が一

気に高まりました．

2003年度に経済産業省の支援で行われた各業界の実証実験で

も，UHF帯のRFタグを用いた各種の実験が行われ，従来の周

波数に比べUHF帯の優位性を示す結果が発表されています．

ただし，米国の電波開放域とほかの各国のそれに開きが多く，

米国以外での利用時の性能評価が急がれます．

また，総務省の平成16年6月30日付の報道資料に，｢移動体

識別システム（UHF帯電子タグシステム）の技術的条件｣の審議

開始（情報通信審議会での審議開始）が掲載されています（http:

//www.soumu.go.jp/s-news/2004/040630_6.html）．

● RFIDにも電波利用税がかかるか
電波利用税の支払いについては従来，放送，携帯電話などの

通信事業者が専用電波帯での利用を進めてきました．RFIDは

ISMバンドと呼ばれる，共用帯域での利活用であったため，対

象とされていませんでした．しかし，現在世界中で使用が検討

されているUHF帯では，日本は環太平洋群諸国である ITU-R

の地域3にあたり，ISMバンドから外れていたため専用帯域と

してすでに携帯電話で使用されており，その帯域を空けること

により，利用税をどのようにするかの議論が始まりました．

総務省では，一昨年１月から｢電波有効利用政策研究会｣に

｢電波利用料部会｣を設置し，電波利用料制度について見直しに

向けた検討が進められ，意見の募集がなされてきました．行政

側の見解としては，公共性の有無（防災無線，放送など），電波

の利用形態（専用/共用），使用エリアの大きさ，帯域幅の大き

さ，電波の逼迫している場所での使用かどうかなどについての

議論を必要としています．さらに使用料の徴収の検討もなされ

ているようです．

しかし業界側からは，

1）ユビキタス社会実現への阻害となること

2）非関税障壁の懸念があること

3）型式認定量などと，電波利用税とで二重課金になる心配があ

ること

4）RFIDはベンチャ企業が多くその育成への阻害となること

などを理由に，8月行われたパブリック・コメントに対して，

電波利用税に対する反対意見が提出されています．

人体への安全性

ユビキタス時代にあってRFタグを大量に使用する際に想定

される各種の問題について，すでに議論が開始され，行政から

の動きやNGOの動きが見られています．各国の対応に比べて，

日本の対応はきわめて早いものといえます．

● RFID機器と医用機器との共存
昨年度，ペースメーカなどへの影響の有無を調査研究する場

が持たれ，国内のRFID機器の製造元 28社が参加して試験が

行われました．その結果を受けて，電波干渉によるRFID機器

（リーダ/ライタ）から医用機器への過干渉を少なくするために，

RFID機器にシールを貼り，ペースメーカ装着者に注意を促す

などの対応を行っています．視認性を考慮して，リーダ/ライタ

の形態に対応した2種類のシール・デザインを採用しています．

ゲート型リーダ/ライタ

ゲート型は，ゲートを通過するRFタグを装着した人や物品

を管理します．ペースメーカ装着者などが｢RFIDシール｣が貼

られたゲートを通過するときは，止まらずに通過すれば悪影響

が生じません（図5）．

ハンディ型リーダ/ライタ

取扱者が手に持って操作するハンディ・タイプのリーダ/ラ

イタについては，ペースメーカ装着者などが一定以上の距離に

近づかなければ悪影響が生じません（図6）．

なお，本年度も引き続き，据え置き型とその他機器に関して，

同様の試験が行われる予定です．
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New Products――NTTドコモと富士通研究所，NTTドコモのFOMA端末用のクレードル型燃料電池を試作
NTTドコモと（株）富士通研究所は，NTTドコモの携帯電話「FOMA」用のクレードル型メタノール燃料電池を共同で試作した．本
燃料電池は，FOMA全機種で使用できる．2005年に開発を完了し，実用化をめざしている．
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UHF帯のRFタグの利用環境整備

上記の調査研究会で，総務省は2004年度末までに環境整

備をする方針を示していました．その方針に基づき，今年度

に入ってから総務省は情報通信審議会に検討の推進を示し，

小電力無線システム委員会の下部WG（UHF帯電子タグシス

テム作業班）でRFタグの利用にあたっての具体的な技術基

準の検討を開始しました．

（社）日本自動認識システム協会は，RFタグ・システムを

市場に提供している各社の代表として，RFID専門委員会を

中心にUHFタグのあるべき技術基準について検討を行い，

UHF帯電子タグ・システム作業班に委員登録を行い，積極

的に主張を行っています．すでに数回のWGが開催され，検

討が開始されています．現在，既得権をもっている携帯電話

側との主張にはまだ大きな隔たりがありますが，実利用に即

し，RFタグが本当に望ましい形で利用できる技術基準の構

築に向けて，今後も検討と意見表明を行っていきます．

なお，併せて433MHz帯のRFタグ（バッテリ内蔵型）の検

討も同じWGで進められています．総務省は今年度中の環境

整備を目指しており，日本国内でのUHF帯RFタグ利用は

射程圏内に入ったといえます．
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● 人体防護指針
ARIB STD-38，ARIB TR-T11に詳細が載せられており，

10kHzから300GHzという非常に広範囲の周波数帯での電磁界

を対象として，RFタグに限定しない電波利用全般に基づいた

適用がなされています．海外の規格類との整合性も検討されて

おり，定期的に見直しがなされています．

● 廃棄問題
自動車のリサイクルや家電のリサイクル，リユース，リデュー

スの3Rといった用途で積極的にRFタグを使用し，廃棄問題

に関して積極的に取り込もうとの議論があります．一方，包装

材そのものにRFタグを貼付した際，ごみとしての廃棄をどう

するかといった議論もあります．

現段階では，これらそれぞれによって対応が異なっています．

また，業界や用途によって廃棄物に占めるRFタグの重量比が

まったく異なるため，用途ごとのガイドラインが必要となるも

のと思われます．産業ごとのガイドラインはある程度揃ってい

るので，利活用の状況によって今後，議論すべきものととらえ

ています．

ISOでの検討状況

自動認識技術の中で，言うまでもなくRFIDは信号伝達処理

を電波で行うという特徴をもち，到達距離，メモリへの情報の

付与，汚染に対する強さ，遮蔽物の透過などの利点から，今後

の使用が期待されています．

データの読み取り/書き込みを，無線でのやり取りで簡便に

扱えることはたいへんに便利ですが，逆に電波に特有の問題も

あります．ちょうどラジオから流れてくる音楽に雷や違法無線

のノイズが入って，せっかくの音楽が台無しになってしまうこ

とがあるように，RFタグの通信においても，ノイズや混信に

よる情報の信頼性がまず問題となります．また，FMラジオと

AMラジオに音質の違いがあるように，RFタグにも多くの種

類の使用周波数があり，通信特性を生かした用途ごとの使い分

けの必要性が生じます．さらに，国によってラジオ，TVの周

波数の割り当て方に違いがあるように，RFタグの周波数，変

調方式なども国や地域によって異なり，ある国のRFタグが隣

の国では法律に触れて使用できないといったことが生じて，国

際間の物流に大きな制限をかけてしまう心配もあります．

こういったさまざまな問題を避けるために，国際間のレギュ

ラトリ（規格類）の審議が不可欠といえます．ISOと IECの合同

委員会（JTC1）では，SC-31のWG4のなかでRFタグの物流に

関する審議を1998年から進めています．本章では取り組まれ

ている規格類の策定に関する状況について報告します．

なお，SC-31以外でのRFIDに関係する検討部門は，図7に
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RFIDをとりまく現状�

New Products――KDDIと沖縄セルラー，パソコン向けブラウザ「Opera」搭載の携帯電話を発売
KDDI（株）と沖縄セルラー電話（株）は，パソコン向けのWebブラウザ「Opera」を搭載したau「CDMA 1X WIN」の携帯電話を年内
に発売する．パソコン向けのWebサイトを閲覧できる．

図5 ゲート型への｢RFIDシール｣ 図6 ハンディ型リーダ・ライタへの「RFIDシール」

図7 RFID関連の検討部門
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示すとおりです．また，それぞれの規格の終了状況を表2に示

します．

● 日本のレギュレトリへの審議体制
国内の審議機関としては，図8に示すように，日本工業標準

調査会のなかの情報処理部会にSC31専門委員会があります．

そして，実質的な審議は電子情報技術産業協会（JEITA）のな

かの自動認識・データ収集技術標準化（ADC）委員会が，いく

つかのワーキング・グループに分かれて作業を行っています．

● 各規格類の関係
各検討規格の関連を図9に示します．RFタグの信号をリー

ダ/ライタが読み取り，それをPCで処理するイメージと併せ

て，それぞれの検討規格がどの部分にどのように関係している

かを示しています．

TR18001

アプリケーションにおけるRFタグ設計のための要求条件を

定めており，具体的なフィールドにおける複数タグの読み込み，

タグとリーダとの位置関係あるいは速度と読み取り時間などを

定めようとしています．

ISO/IEC 18000

この規格の中では，各種用途におけるエア・インターフェー

ス，すなわちRFタグとリーダ/ライタ間の伝送を定めていま

す．インターフェースは各国の電波法と密接な関係が出てくる

ところであるため，その点については後述します．

現在審議されている周波数は，135kHz 以下（18000-2），

13.56MHz（18000-3），400MHz（18000-7），915MHz（18000-6），

2.45GHz（18000-4）であり，ISO 化が決定しました．なお，

5.8GHz（18000-5）はCD投票で規格を検討中止しました．

なぜ周波数の審議がこのように多いのか，簡潔に数種類の周

波数で統一されないのか，なぜRFタグが簡潔に数種類の周波

数帯で統一されないのかという疑問があるでしょう．これは周

波数ごとの特性，水や金属の影響，伝送速度などの電波特有の

特徴と，人体防護の観点，医用機器への影響，目的とする用途
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News Flash――電子マネー「Edy」サービスが幕張新都心，札幌地下街，ユニバーサル・スタジオでも開始
電子マネー「Edy」のサービスが，千葉県の幕張新都心や北海道の札幌地下街「オーロラタウン」と「ポールタウン」，大阪の「ユニ
バーサル・スタジオ・ジャパン」，「なんばグランド花月」などの四つの吉本興業施設でも開始された．

図8 SC31国内審議体制
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表2 RFID関連の国際規格の終了状況

ISO委員会 審議中 IS成立

ISO/IEC 10536 密着型 ICカード

ISO/IEC JTC1/SC17/WG8
ISO/IEC 14443 近接型 ICカード

ISO/IEC 15693 近傍型 ICカード

ISO/IEC 10373-6，-7テスト方法

ISO/IEC 15961，15962コマンドなど FDIS 15963（タグ固有ID）

ISO/IEC JTC1/SC31/WG4 PDTR 24710（ElementaryTag）

ISO/IEC 19789 API

ISO/IEC JTC1/SC31/WG4/SG3
NP 18000-69 Amendment（EPCglobal仕様） ISO/IEC 18000-1～ 7エア・インターフェース（-5を除く）

FDIS 19762-1，-2，-3（用語）

ISO/IEC JTC1/SC31/WG4/ARP
TR 18001アプリケーション要求

TR 24729（ARP 2nd）

ISO/IEC JTC1/SC31/WG3/SG1
TR 18047-2，-6，-7 RFIDコンフォーマンス TR 18047-3，-4 RFIDコンフォーマンス

TR 18046 RFIDパフォーマンス

ISO/IEC JTC1/SC31/WG5 NP＊＊＊＊-1，-2，-3



と他用途の混信防止のための周波数の差別化など，さまざまな

理由が挙げられます．さらに，微小 IC回路の設計，インレッ

トの製造方法，RFタグ・アンテナ設計など数々の要素がRFタ

グに関与しています．これらに使用者側，タグ製造元，IC設計

者の思惑も加わり，当初は非常に多様な種類の提案が行われて

いましたが，現在はこれでもかなり絞られてきています．さら

に各国の電波法が異なるため，各国での使用に耐えるためには

いくつもの周波数を用意しなければなりません．

ISO/IEC 15961，15962

15961の中ではタグとホスト間のアプリケーション・コマン

ドとアプリケーション・レスポンスとを規定し，バーコードと

の整合性を持たせようとしています．15962では質問機のロジ

カル・メモリとタグ・ドライバを規定しており，ISO/IEC 18000

で定めるエア・インターフェースをタグ・ドライバにもたせる

コマンドが検討されています．

ISO/IEC 18046，18047

18046ではRFタグを使用する際の機器選定のためのパフォー

マンス特性と試験方法がまとめられ，報告書が完成しました．

18047ではタグとリーダの位置関係を定義し，モデル化する作

業を行っており，一部の作業が終了しています．

RFタグはカードと違い，用途により形状・寸法が異なるう

え，読み取り距離などの運用も違っていますが，SC17でなさ

れている ICカードの試験方法と類似の方法を使うことで審議

に入っています．

ISO/IEC 15963 固有 ID

ISO/IEC 15963の中では，RFタグに 64ビットの固有の ID

をもたせて，それぞれのタグを区別しています．このIDを使っ

て，たとえばアンチコリジョン処理のなかで各タグの認識手順

について定めることができます．

ISO/IEC 19762 Part3 RFIDに関する用語

用語の統一性がなされないと，概念を言い表す際の整合性が

取れなくなるため，実はこれは非常に大事な作業といえます．

現在も用語の審議が進んでおり，技術の進歩に見合った用語の

定義を行っています．しかし，実際には審議が大幅に遅れてお

り，今後の見通しがまだ立っていません．なお，同様の作業は

先述のとおり，JIS X 0500：2002データキャリア用語でも規定

されており，国内では表記方法についての最新の技術を適宜見

直すことにより，整合性がもたれています．

規格の審議状況

規格の審議内容はRFタグの用語，試験方法，RFタグの定

義，使用周波数，工業会ごとの利用形態などにわたっています．

規格類の審議はかなり進んでおり，2004年中にはほとんどの規

格が確定し，まさにRFタグの世界中での大量使用に向けての

標準化の基礎が据えられています．

● 各国のレギュレトリ（規格類）の動き
13.56MHz

日本では13.56MHzの規格の見直しが2002年 9月になされ，

図10に示すように欧米と肩を並べる状況になっており，各種

用途での展開が可能となりました．しかし欧州ではETSI が

13.56MHzの送信レベルを42dBμA/mから60dBμA/m（約1.5

倍）へ上げることに関してSE24委員会で検討し，人体への影響

を含めて問題のないことを確認，次回SE24委員会で承認され

る予定となっています．欧州での速い動きは驚くべきものとい

えます．

UHF

同SE24委員会では，加盟国から提案された出力2WのRFID

用 UHF帯（865 ～ 868MHz）を審議中であり，2003 年 9 月の

ETSI委員会に提案予定となっています．日本でも2003年 6月

にUHF帯の検討（950～ 956MHz）が始まり，早い時期に制度

化される期待がもたれています．米国の902～ 928MHz（FCC

15.247，FCC 15.249）と欧州，日本が現時点では違いがあり，今

後の調整が待たれるところです．

ところでここにきて，中華人民共和国，大韓民国，台湾，シ

ンガポール，香港などでのUHF開放が非常に速いテンポで進

んでおり，各国における使用可能性が強まり，世界的規模での

利用／活用の道が大きく開けつつあります．

2.45GHz

二つのモードでの審議がSC31で進んでおり，日本では2003

年 3月に省令改正がなされ，ARIBSTD-T81が発行されて，日

米欧間ではほとんど制限なく使用できる状況となっています．

現状の日本の状況を図11に示します．

その他

このほかにもアメリカを中心に提案が開始されているUWB

（Ultra Wide Band）については，AdHoc会議が 2002年 9月に

シカゴで開催され，調査継続中です．ITU-Rでも検討が開始さ

れた段階であり，まだNPの段階にはほど遠いとはいえ，米国

ではすでにFCCの中で規定がなされています．

こうしたRFIDに関するきわめて新しい技術が海外から押し寄

91Dec. 2004

Interface 2004-12(p.91 C; M; Y; BL)tokura

RFIDをとりまく現状�

News Flash――JR東日本の電子マネー「Suica」サービスがファミリーマートの一部で開始
JR東日本旅客鉄道（株）の電子マネー「Suica」サービスが，コンビニエンス・ストアのファミリーマートの一部店舗で開始された．
埼玉県さいたま市の26店舗でSuicaが利用できる．

図10 13.56MHzにおける日米欧の比較
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せ，また規格化の動きは欧米ではきわめて速いものといえます．

日本が世界の中で孤立することなく，新しい技術を自由に使え

るフィールドを準備する努力が引き続き必要とされています．

おわりに

世界でも日本国内でも，非常に多くの周波数帯を対象に，多

くの規格が審議されています．一見むだなことにも見えますが，

国際的な利用の中で使用できる選択肢が増えることは，技術革

新が進む中で，用途に合った選択が可能となり有益なことです．

日本の電波利用についても，昨年 9月の 13.56MHzの改正，

2.45GHzの整備などが進み，さらにUHF帯の検討が開始され

るなど，今後の動きにも期待したいところです．RFIDという

新しい技術を使用した産業分野を支える規格類の整備が，引き

続き必要とされています．
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New Products――KDDI，RFタグ・リーダを搭載した携帯電話を開発，CEATEC JAPANで展示
KDDI（株）は，RFタグ・リーダを搭載した携帯電話を開発し，CEATEC JAPANにて展示した．また，同社の携帯電話用のメタ
ノール燃料電池の展示も行った．
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リンテック（株）アドバンストマテリアルズ事業部門情報通信材料部副部長

（社）日本自動認識システム協会　RFID 専門委員会委員長
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図11 2.45GHzにおける日本の電波法の関係
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アナログ一色だった通信の世界にもディジタル化の波が押し寄せてきました．

通信がアナログからディジタルになると，どこが，どう変わり，どのような要素技術が必要になるのか．

本書は，これらの疑問にズバッと回答します．

通信に欠かせない高周波技術をはじめ，ディジタル化にともなって多くのテクニックが必要とされる変

調/復調の技術や，フレーム処理/誤り訂正の技術などについて，原理を深く掘り下げ，かつ実際にどう実

現するのかまで，Verilogによる回路記述例をまじえて，丁寧に解説しています．回路記述例は，CRC回

路やQPSK変調器など，全部で18本．

教科書的な説明と現実の製品設計の狭間で悩んでいる方におすすめの1冊です．
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